
 

 

リトルコース４ 「もりあそびにでかけよう！」  

  

冬がやってきます。風邪などひかないよう、お体、どうぞご自愛下さい。 

チャレンジ隊４ ＭＴＢびわこ一周ツーリング！」 

 

右上：キッズコース４ 「木あそびに挑戦！！ 」 

右下：ジュニアコース５ 「オーバーナイトハイク！ 」 

                  ２６．５ｋｍ地点。ゴールの瞬間。 

▲ 子ども心には、とても、くやしい、かなしい。釣りなので、釣れなかったという結果はもちろん大事だけれども、1日中、冷たい水の中で、がんばれた自分を、
自分自身で、知ってほしい。そんな自分をいいなと想ってほしい。 
頑張続けられたことは、自分の人生に関係するものだから。そんな力を持っていることを知ること。きっと、それは子ども達の次、未来、に繋がります。 
でも、釣れなかったみんなは、本当にくやしかったね。 

 

オプショナル６ 

ハゼつりにでかけよう！ 
                                              
週末が台風や大雨でなかなか予

定通りのプログラムが実施でき

ず、このプログラムも延期となった

日程。釣りは自然相手のものなの

で、自分の頑張りだけではどうにも

ならないこともあるのですが、それ

にしても、今回のハゼ釣りは、粘っ

て、頑張ったけれども、しんどい釣り

となりました。、悔しい気持ち、つら

い気持ちもありますが、今回のメン

バーは、ニコニコ「のんきに待とう

～。」最後は、みんなで川の河口を

大きく移動して、気持ちの良いとこ

ろをみつけてハゼ釣り＆生き物探

し。まだ釣れていないメンバーに、

天然のごかいを見つけてあげると

川底を探したり、最後は、今シーズ

ン最後の水遊びをした子ども達で

した。 
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Report ”adven Dekita?! “ －アドベンデキタ？！－  



 

チャレンジ隊４                                                

３日間、すべてＭＴＢ（自転車）

での移動の３日間。びわこ一周 

194ｋｍ＋キャンプ場までの移動

で計199．６ｋｍのマウンテンバイ

クツーリングに挑む子どもたち。 

１日目は、安全面もぎこちなくて

も、２日目になると、要領をつか

んで自分達で安全も含め進ん

でいく姿があります。「右よって

ー！ 」「信号、止まってー！」。湖北、

湖西の真っ青で広い広い空に

子どもたちの声が響き、颯爽に

自転車は駆け抜けていきます。

湖畔の素敵な場所を見つけ、ひ

ととき憩う姿は頼もしい。安全の

要領さえわかれば、スタッフいら

ず。今、自分達が置かれている

状況、時間を考え、自分達チー

ムで、行動を決める。これまでの

経験を活かし、大きなぼうけん

をみんなで楽しむ、挑む姿が、

色鮮やかだった３日間でした。 

 

ジュニアコース５ 「オーバーナイトハイク！」 

～海まで２６．５ｋｍ～（小３～）                                              
歩こうと思っても、自然とまぶたが閉じていってしまう。でも、みんなと行かなきゃ。歩

きながら、つい、眠ってしまうメンバーもいます。携行食の準備や仮眠を経て、午後

1７：００枚方市駅前を出発。淀川沿いをひたすら下り、海までの２６．５ｋｍの完歩に挑

みます。約 15ｋｍまでは、子ども達は快調 ！ ヘッドランプをつけ、携行食を食べなが

らみんなでにぎやかに。１５ｋｍで、目覚まし時計をセットし、３０分だけ眠ると決めた子

ども達。時刻は０時４０分。目覚ましが鳴っても、やはり起きられない。寝ずに、時間の

番をしていたメンバーがみんなを揺さぶり起こし、また、歩き始めます。１５ｋｍをすぎ

ると足も痛くなる、眠気も襲ってくる。子どもたちチームには試練の時間帯。１５ｋｍ～２

２ｋｍまでは、街中のルート。休憩したくてもなかなか休憩できない。みんなで、何と

か自分達を奮い立たせるも、信号待ちのちょっとした隙に眠り込んでしまいます。で

も、「あえて、みんなで、めっちゃハードなことに挑む！」と決めた今回。子ども達の挑戦

の火種は消えることなく、あきらめる様は全くありません。泣いても、何とか足は前

へ。丁度、街中の終わる２２ｋｍ地点で、日の出を迎え、まぶしいお日様が見えると、

なぜか元気復活、テンションアップ！ 公園のグラウンドを走りまわり、歌い、まだ行け

る自分を確信し、残り４．５ｋｍをにこやかに歩ききった子どもたちでした。 

 

通年コース活動報告 

キッズコース５ 
                                               

今回は、思う存分火おこしに挑戦。新聞紙とマッチの火おこしも、原始人の火お

こし、メタルマッチの火おこし、その火を使っていろいろ火あそびをしました。中で

も人気ＮＯ１は、原始人の火おこし。子ども心にそれが出来るのは、ロマンがあるの

かもしれません。ただ、１６年近く数々の子ども達が挑戦してきましたが、未だ火

がついたのは３人。そこに続けと頑張ります。黙々と沈黙のまま、頑張ってるなぁ

～というのもはばかられるほど。残念ながら今回も火をつけることは出来ません

でした。落ち葉で蒸し焼きにするやき芋も、空き缶ご飯も、ドラム缶風呂も。おこし

た火を大事に育て有効に活用し、火おこしあそびは続きます。ただのひおこしあ

そび。楽しいことはもっとしたくなる。もっとしたいという意志・意欲があそびを通し

て養われる。これは、子どもの成長の土台となるものだとおもうのです。 

 

ミドルコース５  
                                               

午前２時４５分にみんなで起床。そして、ヘッドランプを点けて、テントを抜

けだし、夜の森、山へ。ヘッドランプを頼りに、夜の山のぼうけん、探検、そし

て、願わくば、頂上で３６０度の空が明けていく様を見てみようと、ヘッドラン

プハイクに挑んできました。真っ暗な森、そして、頂上までの急坂。不安も

あったけれども、ワクワクしてくるのがやはり子ども達。真っ暗な森の中で

「休憩したいから止まってー！」「あそこまで、行って休憩にしようや！」「オーケ

ー！！」。チームに自分の想いを伝え、子ども達チームでどうするか考え、ペー

ス、休憩を決めて山を登っていきます。時に、木々の隙間から、大阪平野の

夜景が、宝石のように見え、みんなで立ち止まる。上を見上げれば、森の上

に輝く星がいくつも見え、みんな全員ヘッドランプを消して見てみる。子ど

も達の夜の山の冒険は続き、丁度、真っ暗な空の中に、西の端だけがオレ

ンジに輝く黎明の５時４０分、頂上に到着。東を見れば、光り輝く大阪平野の

夜景、西を見れば黎明の明かり。しだいに、３６０度の空が、夜が半分、朝が

半分になり、雲海がオレンジに光る。そんな夜の山のクライマックスに、子ど

も達も感嘆の声と、高いテンションで、夜の冒険の幕は閉じたのでした。 

 

▲実は大人がいると大きく前と後ろにはなれてしまう登山。子
ども達だけだと、子ども達同士お互いを意識して、前に後ろ
に声をかけながらすすんでいきます。いいものを見つけたと
きも一緒。へんてこなキノコ、アスレチックになる倒木、遊び
ながら頂上に到着したリトルの子ども達でした。 

 
  

リトルコース５  
                                              
５回目。折り返し地点。大文字山登

山。今回は、一人のスタッフ以外、

子ども達のみえない所からついて

いきます。最初は、不安そうでした

が、子どもたちだけの空間になる

と、自分達でどうしたらよいか考え

て、自分達のルールも決めて、お互

いにお互いのことも見えるようにな

ってきます。途中、大の字の真ん中

の所でお昼ごはん。さらに頂上まで

登ります。子どもたちだけであがっ

てくる様子をみて、年配の登山者

はびっくり、えらいなぁ～、これは大

事な経験や！と。危ないから、みんな

で同じように、大人が先頭でいくよ

りも、子ども達にとっては大きな学

びがありました。じっと待って、見守

って、スタッフ我慢すること沢山で

したが、最後にあったスタッフに、登

ってた？と言えるぐらい自分達で山

を登った子ども達でした。 

 

   
▲MTBで走る、走る、自分の足で走る200ｋｍ。 

自分がこがなければ、決して前に進まない、 
仲間も一緒に進めるように、自分が考え行動をおこさなけ 
れば、決してグループは進まない200ｋｍの旅。 
自分の足で進めば進むほど、景色は変わる、自分の中の世
界も変わっていく。スタートした時と、ゴールした時、もう全く違
う新たな自分がいることに気づきます。 

 

「ＭＴＢびわこ一周ツーリング！」（小５～） 

「火おこしあそびに挑戦！」（小２～）  

 

「だいもんじやまにちょうせん！」（年長、小１）  

「ヘッドランプハイク！」（小３～）  
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▲あえて、夜の山へ行ってみる。夜の自然を知ることも大切だけれども、あえてやってみることで、自分の世界が
広がること、その楽しさを知ってみること、そして、そんな広がっている自分っていいなと想う、プロセスも、子ども達
の成長にはとても大切なこと。「あえて」と「挑戦する」は、実は表裏一体のもの。  
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